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１．はじめに 

交通時間節約価値は，交通プロジェクトの便益評価や

交通行動を説明する上で重要な役割を果たす．一般に，

交通時間価値を分析することは，個人の効用関数を特定

することに他ならない．従来の研究でも指摘されてきている

ように，個人の効用関数特性は，個人の属性や交通サー

ビスの特性によって異なる．しかし，さらに，これらに加えて，

個人の生活環境や社会的背景によっても，交通時間価値

は当然異なりうる．しかし，異なる社会的背景を持つ人々

の間での時間価値の比較が行われたことはほとんどない． 

本研究は，日本の東京と，ドイツのカールスルーエで実

施された活動ダイアリー調査データを，それぞれ全く同一

の消費者行動モデルに適用することによって，余暇活動の

交通時間節約価値をそれぞれ求め，その結果を両者間で

比較することを目的とする．なお，消費者行動モデルとして

は，加藤・今井1)が提案している自由時間・所得の制約を

考慮した資源配分モデルを用いることとする．このモデル

は，１日当たりの資源配分モデルと１週間当たりの外出回

数・外出目的地選択モデルとから構成されており，１日モ

デルの推定結果を１週間モデルに用いる入れ子構造とな

っている．東京のデータを用いた場合の分析結果は，加

藤・今井1)に既に述べられている．そこで，本稿では，モデ

ルと東京の分析については，記述を最小限にとどめ，主に

カールスルーエのデータ概略および分析結果を示した上

で，東京とカールスルーエとの比較を行うこととする． 

 

２．分析用データの概要 

(1)カールスルーエ市の活動ダイアリー調査の概略 

 スイス連邦工科大学チューリッヒ校(ETHZ)を中心とする

研究チームは，1999 年，カールスルーエ市民を対象とし，

６週間の行動を追跡するダイアリー活動調査を実施した．

この調査データは，Mobidrive と命名されている．調査方

法ならびに基礎データ特性については，Axhausen et al.2)

を参照されたい．この調査では，個人の活動の種類，活動

の開始・終了時刻，各活動への支出金額，交通時間・費

用，個人と世帯の属性に関するデータが収集されている． 

 Mobidrive データと東京の調査データとを整合させるため

に，次のような条件に従って，オリジナルデータから分析に

用いるサンプル個人の抽出を行った． 

・ 18 歳以上の個人のみを対象とする 

・ 労働者のみを対象とする 

・ 自宅を起点とし外出余暇を行っている平日のデータを

対象外とする 

 最後の条件は，東京のデータにおいて，平日に自宅を

起点とする外出余暇が皆無であったことを受けて，モデル

の構造上，このケースを考慮していないことに起因する． 

 一方で，個人の制約条件についても設定を行っている．

まず，自由時間については，１日当たりの義務活動（睡眠

や食事等）時間を 9 時間と仮定して，1 日当たり 15 時間を

自 由 時 間 と し て 設 定 し た ． 次 に ， 所 得 に つ い て は ，

Mobidrive データには，個人の所得に関する情報が含まれ

ていないので，賃金率の推定を別途行った．この推定方法

の詳細は，Greeven et al.3)を参照されたい．ここで，賃金

率推定式は，個人属性を変数とする重回帰式である．この

結果をもとに，データに含まれる全個人の自由所得を設定

している．以上の手続きを経て，最終的には 55 人の個人

に対する 315 週分の個人データを準備した．データ分析

に当たっては，同一個人であっても各週で独立した行動を

行っていると仮定し，315 のサンプルデータがあるものと見
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都市名 東京（日本） カールスルーエ（ドイツ）

使用データ 関東移動者調査'01 Mobidrive

調査実施者 （株）ジェイアール東日本企画 スイス連邦工科大学(ETH)交通
研究チーム

調査年 2001年 1999年

調査機関 １週間 ６週間

調査方法 紙ベースのアンケート調査 紙ベースのアンケート調査

データサイズ 389人の389週分の活動データ 55人分の315週分の活動データ

表-1 分析に使用したデータの概略 



なした．なお，最終的な分析に用いた東京とカールスルー

エのデータの概略を示したものが，表-1 である． 

 

(2)東京とカールスルーエとのデータ比較 

 両都市の活動ダイアリー調査データについて，余暇活動

への配分時間と配分費用，自由時間および予算，個人属

性を比較した結果を示したものが，表-2 である．これより次

のような点が読み取れる． 

 第一に，１週間当たり休日の外出余暇回数についてみる

と，カールスルーエの方が東京よりも約４倍も多いことがわ

かる．この原因の１つは，外出余暇の定義の違いによると

思われる．Mobidrive データでは，いかなる短時間の外出

であっても外出と記録されているが，東京のデータでは比

較的長時間の外出のみが外出と記録されている．ただし，

そうしたデータ特性の違いを取り除いても，依然としてカー

ルスルーエの人々は東京の人よりも休日の外出を選好す

る傾向にあるようである． 

 第二に，１週間当たり勤務日の帰宅時寄り道余暇回数に

ついてみると，やはりカールスルーエの方が東京よりも約

2.5 倍多いことがわかる．この原因の１つは，両都市間での

単位 平均 標準偏差

東京

観測された個人数=389
女性ダミー (もし女性ならば1，そうでなければ0) 0.170 0.376
既婚者ダミー (もし既婚ならば1，未婚ならば0) 0.710 0.455
30歳代ダミー (もし年齢が30歳代ならば1，そうでなければ0) 0.280 0.450
40歳代ダミー (もし年齢が40歳代ならば1，そうでなければ0) 0.234 0.424
50歳代ダミー (もし年齢が50歳代ならば1，そうでなければ0) 0.193 0.395

観測された週数=389
１週間当たり休日の外出余暇回数 回 0.470 0.751
１週間当たり勤務日の帰宅時寄り道余暇回数 回 0.509 0.907
１週間当たり休日の外出余暇目的の交通費用 時間 0.592 1.18
１週間当たり休日の外出余暇目的の交通時間 円 211 605
１週間当たり勤務日の帰宅時余暇活動目的の交通時間* 時間 0.067 0.196
１週間当たり勤務日の帰宅時余暇活動目的の交通費用** 円 30.3 124
１週間当たりの自由所得 円 68123 34655

休日に外出余暇が行われた総日数=287
休日１日当たり外出余暇活動時間 時間 3.39 2.48
休日１日当たり外出余暇活動費用 円 5368 6635

平日に帰宅時余暇が行われた総日数=290
勤務日１日当たり寄り道余暇活動時間 時間 2.01 1.56
勤務日１日当たり寄り道余暇活動費用 円 3561 3295

カールスルーエ

観測された個人数=55
世帯中子供存在ダミー (もし世帯に同居する子供がいれば1，そうで

なければ0)
0.127 0.336

賃貸住宅ダミー（もし賃貸住宅ならば1，そうでなければ0） 0.673 0.474
世帯人数 2.80 1.18
50歳代ダミー (もし年齢が50歳代ならば1，そうでなければ0) 0.255 0.440
公共交通定期券保有ダミー（もし保有していれば1，そうでなければ

0）
0.291 0.458

観測された週数=315
１週間当たり休日の外出余暇回数 回 2.10 1.44
１週間当たり勤務日の帰宅時寄り道余暇回数 回 1.39 1.67
１週間当たり休日の外出余暇目的の交通費用 時間 0.708 0.766
１週間当たり休日の外出余暇目的の交通時間 DM 12.0 32.0
１週間当たり勤務日の帰宅時余暇活動目的の交通時間* 時間 0.722 0.993
１週間当たり勤務日の帰宅時余暇活動目的の交通費用** DM 14.4 50.3
１週間当たりの自由所得 DM 704 384

休日に外出余暇が行われた総日数=527
休日１日当たり外出余暇活動時間 時間 3.19 2.94
休日１日当たり外出余暇活動費用 DM 47.1 75.2

平日に帰宅時余暇が行われた総日数=1,493
勤務日１日当たり寄り道余暇活動時間 時間 1.77 2.22
勤務日１日当たり寄り道余暇活動費用 DM 34.6 66.5

*[１週間当たり勤務日の帰宅時余暇活動目的の交通時間] = [１週間の勤務地から帰宅時余暇活動場所までの交通時間] +
                            [１週間の帰宅時余暇活動場所から自宅までの交通時間] - [１週間当たり勤務地から自宅までの交通時間]
**[１週間当たり勤務日の帰宅時余暇活動目的の交通費用] = [１週間の勤務地から帰宅時余暇活動場所までの交通費用] +
                            [１週間の帰宅時余暇活動場所から自宅までの交通費用] - [１週間当たり勤務地から自宅までの交通費用]
#1 US ドル = 121.51円 (2001年3月平均値) = 1.863 DM (1999年9月平均値)

表-2 東京とカールスルーエの活動ダイアリー調査データの特性比較 



労働時間の差によると思われる．例えば，2002 年の統計

データによれば，日本の平均年間労働時間は 1,954 時間

であるのに対し，ドイツは 1,525 時間にすぎない． 

 第三に，休日の外出余暇１回あたりの平均交通時間につ

いて見てみると，カールスルーエでは約 20 分であるのに

対し，東京では約 75 分となっている．この原因の１つは，

都市圏の空間スケールの違いにあると考えられる． 

 第四に，平日の帰宅時寄り道余暇１回あたりの追加的な

平均交通時間についてみると，東京はわずか 8 分である

のに対し，カールスルーエは約 30 分である．これは，都市

内の余暇施設密度の差に起因すると思われる．東京では，

帰宅時経路の途上に余暇施設（飲み屋等）があるのに対

して，カールスルーエではわざわざ帰宅時経路から大きく

離れた場所へ立ち寄る必要性が高い． 

 第五に，平均的な１回あたり余暇活動時間は，両都市間

でそれほど大きく変わらないこともわかる． 

 

３．パラメータ推定と交通時間価値の推定結果比較 

(1)モデルパラメータの推定結果 

 加藤・今井 1)で示された方法を用いて，１日モデルならび

に１週間モデルの未知パラメータの推定を行った．パラメ

ータの推定結果を示したものが表-3 および表-4 である．

なお，ここでは東京とカールスルーエとの比較を行うために，

両都市のパラメータを示している．いずれも概ね良好な推

定結果が得られている． 

 

(2)交通時間節約価値の推定結果比較 

 パラメータ推定値を用いて，推定に使用したサンプル個

人および行動実績に対して，交通時間節約価値を求めた．

交通時間節約価値の平均値，中央値，標準偏差を両都市

間で比較したものが，表-5 である． 

 まず，いずれの都市も，勤務日帰宅時寄り道余暇の交通

時間節約価値の方が，休日外出余暇の交通時間節約価

値よりも高い．これは，平日の方が自由時間の制約が厳し

いことを考えれば，自然な結果だと思われる． 

次に，東京では，勤務日，休日のいずれの余暇の交通

時間節約価値についても平均賃金率より高いが，カール

スルーエについては，勤務日は平均賃金率より高い一方

で，休日は平均賃金率よりも低い．これは，両都市間の消

費特性の違いを反映しているためと思われる．東京では，

１回あたりの余暇において金銭消費を伴う活動（例えば，

勤務日帰宅時寄り道では飲食，休日外出余暇では買い物

等）を行う傾向があるが，カールスルーエでは，散歩や友

人訪問のように単位活動時間当たりの消費金額の少ない

余暇活動が好まれる傾向にある． 

説明変数 説明変数内容

記号 推定値 t値 推定値 t値

東京

A 単位面積当たり小売店舗数 0.000663 2.11
自家用車保有ダミー -0.226 -1.67

B 自家用車保有ダミー 1.07 1.13 1.21 2.22
C 定数 0.885 4.74 1.20 4.74

女性の既婚ダミー 1.68 4.42
30歳代ダミー -0.477 -1.94
40歳代ダミー 0.404 2.43

D 定数 -2.56 -10.1 -1.44 -2.92
女性ダミー -3.07 -4.93
既婚者ダミー -1.37 -2.18
40歳代・50歳代ダミー 1.59 2.55

σ 時間分散 1.81 24.9 1.18 25.5
費用分散 4.30 24.8 4.47 25.5
初期対数尤度 -8957.1 -10377.7
最終対数尤度 -5336.8 -5704.8
観測データ数 290 287

カールスルーエ

A 定数 -2.05 -39.0 -1.997 -26.74
B 定数 -0.53 -3.79 -1.67 -8.87
C 40歳代ダミー 0.138 2.48

自家用車保有台数 -0.115 -3.19
男性ダミー -0.163 -2.00
40歳代・50歳代ダミー 0.253 3.03

D 20歳代ダミー 0.665 4.98
世帯人数 0.114 2.67
自家用車保有台数 -0.345 -3.70
賃貸住宅ダミー -0.397 -2.96

σ 時間分散 0.665 40.1 0.896 31.1
費用分散 1.11 32.5 1.14 25.3
初期対数尤度 -8703.9 -6053.8
最終対数尤度 -7545.0 -4865.0
観測データ数 1164 527

勤務日 休日

表-3 １日モデルパラメータ推定結果比較 

勤務日 休日 平均賃金率
東京 平均値 円／時 18895.8 5541.5 3655.3

平均値／平均賃金率 5.17 1.52 1.00
中央値 円／時 7627.9 4154.5 3540.3
中央値／平均賃金率 2.09 1.14 0.97
標準偏差 円／時 31896.4 8642.1 1894.50

カールスルーエ 平均値 DM／時 21.1 15.4 19.4
平均値／平均賃金率 1.09 0.79 1.00
中央値 DM／時 21.3 14.8 16.3
中央値／平均賃金率 1.10 0.763 0.838
標準偏差 DM／時 12.8 10.3 12.9

表-5 交通時間節約価値の都市間比較

説明変数 説明変数内容

記号 推定値 t値 推定値 t値

E(work day) 30歳代・40歳代ダミー -0.390 -3.17
50歳代ダミー 0.287 2.08
世帯人数 -0.187 -3.88

F(work day) 単位面積当たり小売店舗数 0.00158 7.93 0.423 16.4
βt(work day) 鉄道利用交通時間 -0.0129 -2.46

交通時間 -0.00225 -2.78
E(non-work day) 40歳代・50歳代ダミー -0.398 -3.49

公共交通定期券保有ダミー 0.414 3.48
F(non-work day) 単位面積当たり小売店舗数 0.00156 6.74

自家用車保有ダミー 2.50 10.5
居住地都心ダミー 1.14 10.1

βt(non-work day) 鉄道利用交通時間 -0.00024 -0.140
自家用車利用交通時間 0.00536 3.39
交通時間 -0.00296 -4.24

G 定数 3.94 20.6 4.58 29.0
世帯内子供存在ダミー 0.786 4.85

H 定数 0.762 2.41
女性ダミー -1.15 -2.79
既婚者ダミー 0.309 1.21
賃貸住宅ダミー 4.17 18.6

σ 勤務日分散 1.20 17.9 1.54 20.9
休日分散 1.02 17.5 1.84 24.0
初期対数尤度 -2056.4 -21110.7
最終対数尤度 -1139.8 -2839.5
観測データ数 389 315

東京 カールスルーエ

表-4 １週間モデルパラメータ推定結果比較 



(3)交通時間節約価値の分布の比較 

 両都市の（個人の交通時間節約価値）／（個人の賃金 

率）の分布を比較したものが図-1 である．これより，東京の，

しかも特に勤務日の帰宅時寄り道余暇交通では，この比

率がかなり分散していることがわかる．同様に，（個人の資

源としての時間価値 4））／（個人の賃金率）の分布を，各都

市について勤務日と休日で示したものが，それぞれ図-2

と図-3 である．これを見ると，勤務日の帰宅時寄り道余暇

の方が，資源としての時間価値の割合が低いことが読み取

れる．逆に言えば，商品としての時間価値，すなわち交通

時間そのものによる不効用が削減されることによる価値が，

帰宅時寄り道余暇の方が高いことを意味する． 

 

４．おわりに 

 本研究では，東京とカールスルーエとの交通時間価値の

特性を比較することにより，両都市間の人々の行動特性の

違いをある程度明らかにすることができた．この行動特性

の違いには，人々の余暇に対する意識や都市の余暇施設

の違いが反映されているものと思われる．さらに，これらの

違いを丹念に分析することによって，人々の時間配分の基

礎特性を明らかにすることが必要と考える． 
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図-2 東京の交通時間節約価値／賃金率と 

資源としての時間価値／賃金率の分布 
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図-3 カールスルーエの交通時間節約価値／賃金率と 

資源としての時間価値／賃金率の分布 
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0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0 1 2 3 4 5

勤務日の帰宅時寄り道余暇交通

休日の外出余暇交通

累
積

比
率

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0 10 20 30 40 50

休日の外出余暇交通

勤務日の帰宅時寄り道余暇交通

交通時間節約価値／賃金率

累
積

比
率

東京

カールスルーエ

交通時間節約価値／賃金率

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0 1 2 3 4 5

勤務日の帰宅時寄り道余暇交通

休日の外出余暇交通

累
積

比
率

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

0 10 20 30 40 50

休日の外出余暇交通

勤務日の帰宅時寄り道余暇交通

交通時間節約価値／賃金率

累
積

比
率

東京

カールスルーエ

交通時間節約価値／賃金率



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


